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　4 月 25 日の本震（西部のゴルカ郡が震源）と 5 月 12 日の余震（東部のドラカ郡が震源）によっ
















　学長メッセージの発信後、学内での募金が始まった。4 月 28 日から 5 月 15 日まで、白山キャン
パスを皮切りに、各キャンパスにおいて、学生ボランティアセンターの学生たちが、募金活動を実
施した。この期間に集まった募金は、24 万 9,206 円であった。
　以下の講演や活動も行われた。まず 5 月 12 日、経済学部において、在日ネパール国大使館のマ
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ダン・クマール・バッタライ特命全権大使が「Japan and Nepal: Exploring the Friendship」と題
した講義を行った。5 月 16 日には、白山キャンパスにおいて公開講演会「4.25 ネパール震災支援
−これからの支援について考える　JECS・渡邊雅行代表によるネパール大地震直後の現場報告」
が開催された。小林正夫教授（社会学部社会文化システム学科）ゼミナール、東洋大学社会貢献セ
ンター、日本ネパール教育協力会（JECS）が主催したものである。5 月 28 日には東洋大学学生ボ





　5 月 1 日、「ネパール大地震復興支援チーム」の第 1 回会議が行われた。この会議は、社会貢献
担当の副学長である松原聡教授が招集した。第 2 回（5 月 8 日）、第 3 回（5 月 22 日）、第 4 回（6















































　6 月 5 日現在、学生ボランティアセンターの学生募金と併せ総額 620,227 円をお預かりいた
しました。お預かりいたしました募金は、特定非営利活動法人国際協力 NGO センター
（JANIC） 500,000 円、特定非営利活動法人ジャパンプラットフォームに 120,227 円（そのうち
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　参加費は一般・教職員が 2,000 円、学生 1,000 円（学生）とした。学長室から予算が付いたこと





　夏休み中の支援活動として、学生ボランティアセンター（板倉）のメンバーが 8 月 18 日から 23
























　８月 10 日「ネパール木彫りスタンプ」伊東菜々（国際地域学部国際地域学科 3 年）
　８月 11 日 「シビライ村のパスケース」中尾乃絵（シャンティ国際ボランティア会フェアトレー
ド担当職員。国際地域学科卒業生）
　８月 12 日「大道芸サークル Pastime」新海恒芽（生命科学部生命科学科 3 年）
写真 2　Pastime による大道芸








準備を経て、10 月 16 日から 11 月 20 日にかけて、 毎週金曜日（18 時 15 分〜19 時 45 分）講座は
実施された。全 5 回の受講料は 2,700 円、東洋大生は無料であった。講師と題目は以下のとおりで
ある。
　第１回 10 月 16 日　小林正夫（東洋大教授）「ネパールの地理と震災の概要」
　第２回 10 月 23 日　 木村万里子（シャンティ国際ボランティア会）「Build Back Better―ネパー
ル地震における緊急救援から復興支援への視点―」
　第３回 11 月６ 日　 和山正秀（チャイルド・ファンド）「被災地の現状：シンドパルチョーク郡
の事例から」
　第４回 11 月 13 日　 勝井裕美（シャプラニール＝市民による海外協力の会）「仮設住宅支援から
見る復興への道のり」



































































　3 月 6 日、私たちはマヌシがマイクロファイナンスを行っている地域のひとつであるゴルドゥン
ガ村を訪れた。私たちは女性たちにインタビューを行った（写真４）。
　平均 4、5 人で暮らしているそうで、核家族が多い印象であった（結婚すると、実家から独立す
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Volunteer Activities at Toyo University for Nepal Quake in 2015
Susumu NEJIMA
　From April 2015 to March 2016, students of Toyo University have engaged with various volunteer 
activities for Nepal quake. This article examines the process and effects of the activities such as 
collecting contributions, selling fair trade goods from Nepal, and fund raising party.
